
Title 私有林に関する試論（二） : 一山林地主の生態について
Sub Title A study on the private forest property in Japan : economic condition of a forest owner
Author 金丸, 平八

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1954

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.47, No.2 (1954. 2) ,p.146(38)- 160(52) 
JaLC DOI 10.14991/001.19540201-0038
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19540201-

0038

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


n

s

寧
#

雜

誌

；
：鑕

四

十

七

卷

：：：
第
.ニ
號
.

資

料

ゝ

私

有

林

に

關

す

る

試

論

.(

ニ

)

.

丨

，1
山
：^

主

の

坐

態

に

つ

い

て

丨'

.

金

■

丸

平

八

:

'

/

 

.四

：
 

’
、

.

.

' 

土
井
家
の
山
林
經
營
界
つ
い.て
、

そ
の
詳
細
を
示
す
資
料
は
、
極
め
て

 

傲
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
以
下
の
.記
述
の
中
、
現
地
調
査
の
結
果
に
基
い

 

た
も
の
も̂

X

な
い
。•
こ
の
點
、
豫
め
了
眾
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

J

股
的
に
、
尾
餺
地
方
の
林P

" #
J

に
と
つ
て
、
主
要
な
販
路
は^ :
^

以

. 

來
で
あ
.

つ
た
と
.'い
.

は
れ
で
ゐ
る
：

C
、：

へ」

の
こ
と
は
次
.の

資

料

に

ょ

つ

て

も
• 

成
る
程
度
確
認
す
る
こ
と
が
出
來
%

°5
•

一

T

明

和

三

年

丙

戌
' 

\

 

.

.

1ニ

月

..日 

.

.

.

T

謹

控

」

 

'

; :
•

.

-

尾

麗

在

々

樹

樣

書

上
'

.
■(

前
略)

 

• 

.一

二
は
ナ
仕
杜
之
色
物
:̂
1
戶
|-
2
-
勢̂
列
邊
と
も
棚
ヶ
ロ
|个
^
其
上
直
段
下
直 

に
て
.仕
入
人
共
.一
向
金
廻
り
不
仕
難
義
仕
候
蕾
御
座
外
，
‘
，

.

.

_
三
八
、

(

一
四
六)

(

後
略)

.

」

從
つ
て
、
土
并
家
に
つ
い
て
も
、
こ
の
一
般
的
傾
向
を
無
視
す
る
こ
と
は 

で
き
な
い
の
で
ん
る
が
、
既
に
述
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知
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し
て
ゐ
る
^

そ
の
中

心

は

^

ぼ

と
し

(

„M
六)

，
て

山

林

經

營
H
林
業
に
を
か
れ
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る
。

:

明
治
七
年
土
井
家
の
所
有
土
地
面
積(

j
部)

，

一

.，山
林
の
取
得
に
つ
い
て
い
べ
ば
、
第
二
表
に
規
は
れ
た
如
く
、
過
去
の 

方
法
价
忠
實
に
踏
襲
さ
れ
ズ
ゐ
る
。
例
べ
ば
、.
.取
得
山
林
の
大
部
は
、
嘗 

、
つ
そ
の
_
鷲
龃
_で
：あ
.つ
た
地
域
に
集
中
し
、
そ
の
钓
,
も

亦

、
，
立

木

の

商 

，

(

.品
把
ゼ
積
極
的
に
表
面
化
す
る
に
は
至
つ
て
ゐ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
山
' 

.:
林
に
對
す
を
土
弗
家
か
態
■

は
、
.商
業
資
本
家
的
色
彩
が
完
全
に
近
い 

.ま
で
缺
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
？
ご
れ
は
、
.後
に
述
べ
る
土
井
家
の
金
融
-M 

杧
於
け
る
動
■き
と
比
較
し
て
、
注
0
に
價
す
る
傾
向
で
あ
る
と
思
は
れ 

.
'る
：0
:
推
、
明
治
六
年
か
‘
明
治
七
年
に
.か
け
て
の
入
會
山.(

村
持
山)

取 

「

得
■は
、
地
租
改
正
を
契
す
る
農
民
：の
入
會
地
喪
■失
を
側
面
か
ら
例
證
■ 

'
す
る
■も
の
と
I
て
興
味
深
い
の
'で
あ
る
が
、.
.こ
れ
に
つ
い
て
、
我
々
は
、
.

そ
れ
等
が
、
決
し
て
、
明
る
い
經
緯
に
の
み
終
始
し
た
も
の
で
な
い
こ
と 

‘
を
指
摘
す
る
.に
止
め
て
1
^
5
,
更
に
ぃ
II
I
鉢
取
得
の
過
程
が
、
以
前
に
比
. 

ベ
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
點
に
つ
い
て
は
、
土
地
阮
有
權
の
確
立
に
伴
ふ 

現
象
と
し
て
钯
解
す
れ
ば
足
り
る
。

.
 

、

, 

四

：

(

一
四
九)

野
地
義
智
編
•
前
揭
赘
ょ
P
作
成
。
料
は
、
S
重
縣
北
牟
m
 

郡
相
贺
町
大
字
小
山
猫
、
束

r

郞
氏
所
藏「

執
務
便
覽
•.明
治
三
，四
年」

, 

に

撖

る
,°
‘ 

•
• 

V
 

V

■' 

-尙
、：

明
.治
三
六
牢
迄
尾
菊
町
は
得
驚
南
浦
•.尾
紫
中
井
浦
•
天
滿
浦:

:

 

',
矢
濱
•
尚
井
浦
.
大
曾
砠
皿
の
六
大
字
に
ょ
つ
て
構
成
さ
れ
、
瑰

在

の

■' 

塔
梵
町
.に
屬
す
る
行
野
滞
は
.九
鬼
林
に
含
ま
.れ
て
ゐ
た
。
.從
つ
'て
、
•前
.

揭

，
林
業
經
濟
實
態
調
査
に
示
3
れ
た
明
を
.一1
0年
の
尾
攏
町
に
關
す
.

.
る
統
計
は
採
ら
な
い
。
.
.'

..
_

M-
に
、「

_

 (

北
承
北
牟
難
を
指
す
.
筆̂
者
註
尾
驚
南
浦
，
尾

驚

； 

ホ
f

 

.-•
畏
I

入

天

滿

浦

等

ハ

農

商

漁

業

共

に

概

ネ

十

分

/.
'
三

樵

夫

十

.. 

分
ノ
一
、而
デ
テ
農
夫
H
!r
'
ァ
：商
業
ヲ
蒹
ネ
商
寶
一
一
グ
テ
農
澤
；ヲ
兼
ネ
漁
者
.

樵
夫
t
r
vテi

傭
ノ
業
ヲ
兼
ヌ
ル
モ
ノ
半
バ >

 
居
ル
•：」

；T.
:

然

ル
-
,-
.本
'
.

村(

i

南
浦
I
筆
者
註)

ハ
由
圃
原
ョ
リ

M

^u

シ
：デ
村
濃
之
ヲ
耕
.ス

ネ

' 

足
ラ
ス
玆
ヲ
以
テ
米
殼
^
菜
其
供
給
一一乏
グ

ク
グ

テ
乏
ヲ
他
^

—:#
ク
±

. 

ニ
反
シ
テ
al
地
ノ
廣
漠
ナ
ル
其
土
壊
ハ
最
モ
肥
沃
.ス
成
樹
其
宜
キ
.ヲ
得
^

. 

'到
ル
所
林
相
蔬
駿
ト
シ
テ
搀
材
齋
ス
へ
ク
薪
淡
製
ス
へ
ク…

而
グ
テ…

灌
.'. 

外
ハ
渺
少
ル
1

土
'シ
.テ
克
ク
技
萬
/:
|

收
獲
ス
へ
シ
敌《

土
池
バ
物「

：
 

產
'ハ
漁
.^
薪
炭
木
材
等
ヲ
以
テ
富
.メ
リ
‘
：」

：
，

「

男
、'
農
.ヲ
*,
.デ
ス
：ル
そ
ノ

.. 

拾
叫
戶
商
ヲ
翦
ユ
，
ス
ル

禾
ノ
71
:
十
五
汽
X

ヲ
翦
一
一
ス■ル
モ
ノ
贰
拾
五
£

 

ヲ
禅
二
ス
ル
'モ
ノ
艽
十
八
厂
農
間
商
ヲ
波
ル
モ
ノ
艽
十
ハ
*广
其
ノ
他
ハ
，2
:

W
雜
楽
ニ
從
琅
ス
ル
モ
ノ
1_「

女
、
農
樵
等
奶
子
ノ
楽
ヲ
補
フ
戒
ハ
商
業
- 

我
縫
等
二
從
事
ス」

と
い
ふ
記
述
も
亦
、そ
の
迎
解
を
援
け
る
で
あ
ろ
ぅ
。
 

か
か
る
辦
侦
•

景

と

す

る

，土

井

家

の

經

濟

活

励

は

、
，
明

治

七

年

に

成

私
^
朴
に
關
す
る
試
ft(

ニ)
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四
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本
表
は
、

「

山
林
賣
渡
書
1-

--
.

登
記
書j

.等
を
參
照
し
て
作
成 

し
た
。

S

一)

の
土
地
代
金
•
立
木
代
念
の
計
は
、
原
資
料
の
ま
ま
と
し
た
。

(

黏
ニ)

_
の
項
に
は
、
金

•
銀
の
額
は
加
算
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
の
他
方
、
/山g

;

の
賣
却—

土
地
所
有
權
を
，
も

含
め
て
丨
も
屢
々
行
は

れ
て
ゐ
た
零

^

^
然」

、
そ
れ
に
つ
い
て
、
我
々
の
知
り
得
た
範
圃

は
、
_
娥
の
場
合
を
除
む
一
佚
木
乃
至
丸
太
の
寶
却
に
關
す
る
部
分
に
..限

法
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
次
表
か
ら
そ
の
金
貌
を
窺
ふ
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
依
つ
.て
、
立
木
處
分
の
宣
耍
性
と
賣
却
金
の
性
質
竝

に
そ
れ
が
果
す
べ
き
役
割
と
を
想
走
す
る
こ
と
は
差
支
へ
な
い
で
あ
ろ 

ぅ 
0
'

.

.

.
 

へ
.

■

1「

第
三
表」

' 
明

治

一

〇

年

ょ

り

明

治

一

ー

〇

年

代

に

至

る

保

木

•
丸

太 

の
寶
却
概
要
。

私
有
林
に
關
す
る
試
論(

二)
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1
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-
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'(

6

■.本
表
は
..

「

質
請
#」

「

.請
取」

等
を
參
照
し
.

K

作
成
し
^
。

. 

.北
：牟
典
郡
毘
鴒
町
木
材
價
格
の
項
は
、：
土
井
八
郞
兵
衞
著
、
紀
州
尾
®
 

地
方
森
林
施
業
法
•
明
治
三
八
平
刊
• 
ニ
〇〜

ー
ー
三
K
に
撒
る
。

卽
ち
、
こ
の
寶
却
金
は
、
こ
の
時
代
に
於
て
も
、
W
林
へ
.
の
苒
投
資
の
基 

礎
と
な
つ
て
ゐ
た
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
我
々
の
知
る 

限

り
• 
土
^
家
の
關
I3
r八
し
た
俏
の
經
濟
分
野
か
ら
、
，
第
一
一

•
.四*

五
表
の 

如
き
多
量
め
資
本
を
調
達
し
得
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
:端 

的
に
い
へ
ば
、
土
井
家
の
經
濟
的
莶
礎
は
、
疑
ひ
も
な
く
、
故
業
の
上
に 

觀
か
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
、
以
下
に
述
べ
る
經
濟
活
動
は
、
金
て
、
林
菜

.

.

、 

四
四
、

(
一

五
ニ)

と
の
關
聯
に
於
5

へ
て
行
か
な
け
.
ば̂
な
ら
な
、い
。

.:■
■
扱
て
、
.淋
業
に
經
濟
的
基
礎
を
置
き
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
■一
 
脛
の
安
定
が 

保
證
さ
れ
て
ゐ
た
土
.井
^:
か
、
自
己
の
資
本
を
、
高
利
貸
付
と
林
地
を
除 

く
不
動
產
と
に
投
じ
て
行
っ
た
の
は
、
極
め
.て
當
然
な
結
架
で
あ
っ
た
。
 

然
し
、，
こ
の
兩
者
扒
、
果
し
て
滿
足
す
べ
き
成
架
を
嚮
し
た
か
资
か
は
輕 

々
に
斷
定
し
難
い
。
■

,:
ぃ

.

,
■

'

,

.

い
ま
、
殘
存
す
る
資
借
の
證
文
を
整
理
す
れ
ば
次
の
如v

で
あ
る
0
'

「

第
四
表」

' 

.

.
'

明

治

创

年

ょ

り

明

治

ニ
0
年
代
に
至
る
贷
付
金
の
概
要
。

辟

貶

致

浬

0

s

f

i

§

5

.

越

こ
の
表
に
現
は
.れ
た
特
徴
的
な
事
實
は
：、第
一
に
、土
井
家
の
行
っ
た
高
利 

貸
付
料
^
办
て
短
期
間
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
り
、箜
一
に
は
、擔
保 

の
種
類
に
ょ
っ
て
貨
付
金
の
額
に
か
な
り
の
距
た
り
が
示
さ
れ
て
ゐ 

る
こ
と
で
あ
る
。
前
濟
は
、
當
時
に
於
け
る
我
が
國
經
濟
の
指
導
^
^
夂 

地
か
ら
隔
絕
さ
れ
、
■貧
弱
な
經
濟
機
構
に
園
繞
さ
れ
て
ゐ
た
北
牟
f

 ̂

地
域
拽
を
打
破
し
‘な
い
限
り
"
土
弗
家
に
と
っ
て
は
、
所
詮
避
け
亂
„い
運 

命
で
あ
っ
た
。
然
し
、
土
井
家
の
牯
っ
保
守
的
な
性
格
は
、
高
利
贷
付
に 

涯
し
な
い
腿
力
を
感
じ
っ
っ
も
、
か
か
る
地
域
性
の
打
破
に
逡
巡
し
た 

爲
、
常
初
の
態
度
を
保
持
す
る
こ
と
が
困
離
と
な
つ
た
。
こ
の
結
來
、
贷 

付
資
本
.の
伸
張
は
阻
害
さ
れ
、
遂
に
は
逆
に
、
經
濟
的
な
負
擔
.さ
へ
も
招 

い
■た
.の
で
は
あ
る
ま
い
力
。
こ
の
見
解
に
詔
り
な
い
と
i
れ
は
土
井
家 

が
明
治
初
年
に
於
け
る
資
本
貸
付
の
一
般
的
形
態
か
ら
急
連
に
脫
落
し
、
.

■
更
に
は
、
.そ
の
や
ぅ
な
經
濟
活
動
か
ら
遠
の
い
て
行
っ
た
理s

も
、
或
る 

程
度
理
厥
す
る
こ
と
が
出
來
.る
.と
考
へ
る
。
第
1
|の
特
徵
は
、
，山
林
を
擔 

(

保
と
す
る
貸
付
金
の
增
大
と
し
て
具
體
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
.こ
れ
ば
、
土
井 

家
の
II
I
林
に
對
す
る
關
心
の
强
さ
を
示
す
と
同
時
に
、
多
年
に
苴
る
經
驗 

ば
：山
林
へ
の
評
價
を
芷
確
な
ら
し
め
、
且
、
.
そ

.の
有
利
性
を
明
確
に
認
識 

,
し
て
い
た
故
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

•

.

,
-'
最
後
に
.、
.'
田

.'
»
畑
...窀
地
第
の
不
動
產
に
對
す
る
土
井
家
の
態
度
で
ぁ 

.る
：が
、
こ
れ
等
は
土
井
家
に
'と
っ
，て
、
、さ
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
ゐ 

::
-
な
か
.つ
た
と
考
べ
ら
れ
る
'。
こ
の
.こ
と
は
、
'次
.に
掲
げ
る
表
か
ら
も
、
.直
* 

ち
に
讀
み
と
る
こ
..と
が
出
來
'^
で
あ
ろ
ぅ
'0
-「

第
五
表
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取
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强
ひ
て
い
へ
ば
、
冗
治
5d
年
に
拧
は
れ
た
■
渡

:,
:
'及
び
池
祖
改
JE
等
と
關 

.職
し
て
'衆

；
へ

ち

れ

な

i
.

こ
と
も
な
い
が
、
'.
か
和
る
不
動
塵
の
.取
得
ぼ
、
純

' 

然
た
る
土
并
家
の
欲
求
に
菡
':
<
も

の

で

は^'
^

、
.
他

の

經

濟

活

動

丨

例

へ

;:
:
': 

ば
、
.
.高
利
貸
馨
丨
の
結
果
と
し
て
坐
じ
.た
謂
は
ば
派
坐
敗
規
象
と
考
ぺ
::
' 

^
べ
愛
で
あ
§
6
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註
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右
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三
四
八
頁
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：
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(

註
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：「

尾
驚
南
浦 

>:同
中
井
浦
.
屋
敷
田
畑
此
地
地
券
證
控」

• 

:明
治
七
竿
五
月
十
.五
'日
卞
が
.。
に
據
る
。
.'
:

::  

- 

ぺ
註
六)

_
こ
れ
に
つ
い
て
は
、次
表
を
參
照
さ
れ
た
い
,
#
、
表
の
詳 

，
細
は
、
本
文
中
に
夫
'々
解
說
し
た
。
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註
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こ
れ
は
、
土
，井
家
の
取
得
し
た
山
林
ひ
•、

一
 

町
步
當
リ
蔷
積
. 

货
が
低
い
.こ
と
に
ょ
つ
て
も
知
ら
れ
る
0
BP
ち
、
第
一T

表

か

らI

*.~:
: 

の
例
を
揭
げ
て
み
る
。
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町
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當
リ
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：

例
一
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例
ニ

:
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■
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2
2
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尺
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試

1
0
2

邾
有
林
に
關
す
る
試
論
0

W

右
の
訃
箅
は
極
め
て
槪
括
的
で
ぁ
る
が
、

1

應
の
目
的
は
達
し
た
も
の

と
考
ヘ
■.る
。
' 

,
,
-
.
.
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.
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，九 -Jh -Jh九町

.反

畝

步

ー
 

〇

A

1

六i

'三

0 

.三
'
八 

八
九
ニ
ー

町

反
畝

5
1

一
 

七
四
一
. 

八j
:  

ニ
〇
ニ
一 

—*
九
a

七

三

\ 
ニ
四
六
一 

ニ

一
!
:
r

三

六

‘

1

四
一
へ
ニ
四
六
一

>
八

五

.九

.
三

1
1三
！.八

八

/\
.
/\

1 、

ニ

明

治

三I

年
：
 

明
治
三
五
年 

:

明
治
四
'四
.年

:  

大

疋

三

年

.：

. 

四

八

(
一

五
六)

.:

旣
に
述
べ
.：
た

約

一

一

世

紀

間

.
七
代
に
苴
％
經
濟
活
動
の
成
果
は
、— 
_

治 

三
.一
年
、
第
八
代
の
當
主
忠
兵
衞
に
ょ
っ
.て
受
け
繼
が
れ
で
行
っ
た
。.
こ
，
 

か
'時
以
降
、
我

々
は
、

す
る
こ
と
な
く
、

の
大
土
地 

所
有
者
と
呼
ぶ
：こ
と
が
出
來
る
の
で
^
る
。

;.
然
ら
ば
、
土
井
家
の
如
き
經
歷
を
持
.っ
大
土
地
所
有
者
が
、
，變
動
の
餘 

波
に
搖
れ
る
社
會
狀
態
の
中
'で
、
過
去
の
p

fi
制
を

.そ
の
ま
ま
雜
持
し 

得
た
の
，で
あ
ろ5
か
。
換
言
す
れ
ば
、
撕
業
は
、.
土
井
家
の
經
濟
的
支
往 

一.と
し
て
.そ
の
命
脈
を
保
持
す
る
こ
と
が
，̂
双
た
か
と
い
.ふ
問
題
'で
あ
る
。
 

"こ
れ
に
對
し
、：

我
々
ば
v

rf
c
井
^

の
背
景
と
な
つ
た
尾
鴛
地
方
が
、
山
村 

的

耍

素

を

雾

に

含

ん

で

み

た

ー

^

及
び
、
土
井
家
が
簾
に
援
け
ら
れ
‘ 

た
大
山
林
所
有
者
で
％

づ

た

こ

.と
'を
苒
確
認
し
ー
て
を
が
.
5。
：•

.

.

、
 

:
'拔
て
、
土
井
家
の
所
有
土
地
面
積
は
、
I明

治

三

一

年

以

降

'

次
の
如
き 

變
化
を
迪
っ
七
ゐ
る
。

.い
：

.

. 

一
 

ン

•

(

註
> 

.

.
明
治
三
一
，
三
五
:.
四
〇
平
^
各
數
字
は
、
ハ
.「

土

，井

忠

兵

衞

i 

- 

I

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
二
號

.

,:;
f

ベ
註
八)

±
井
家
の
行
野
渺
入
會
山
取
得
に
關
す
る
係
爭
事
件
"
及
び 

南
浦
村
持
山
を
繞
る
事
件
は
、
現
地
の
.人
':々
の
知
る
と
こ
る
で
あ
る
。 

(

註
九)
山
林
順
續
に
は
•こ
の
例
が
朱
#
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
芷
確 

な
數
は
捉
へ
雛
い
。 

.

-

 

.(

往
十)

.

.

.

「

元
治
.元
甲
子
十
二
月
•.田
畑
山
林
家
屋
敷
，•
譲

渡

帳

/
'
土 

井
達
五
郎j  

.に
ょ
れ
ば
、
山

杯一

七
ヶ
■所
、
.田
畑
六
ヶ
所
、
.屋
敷
三
ヶ
. 

所
、
金
戒
：ru兩
が
土
井
大
胱
に
讓
渡
さ
れ
て
ゐ
る
。

(

註
十一

)

明

治

前

期

財

政

經

濟

資

料

，
第

.一
一

卷
•

-H
0

四〜

一一一一 

:

.て
頁
。
i

'

p

m
京
貸
付
金
利
子
を
拔
萃
し
て
左
に
揭
げ
る
6

各
年
最
高 

利
率
。 

,
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句i  i]L年年. 句三年
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、
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〇
o

(

註
十
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東
氏
藏

•
前
揭
齊
ょ
り
、
明
治
三
_ 

物
庫
及
ぴ
そ
の
：價
鶴
&
揭
げ
蚤
。
' 

.

.
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.
.
,
.
.
.
.
.
.

一
、
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0

0
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、
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，
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海
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一
六
ニ
、
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六
九
六 

三
三
八
、

一
六
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、1

'六
六
、
七
六
五

林
產
製
造
品 

海
庫
製
造
品 

讓

造

：
'搀

1

年
に
於
け
.る
.重
：耍

，
二

、

五

〇

七

， 

.1
.

七
六
、
四
五
六
''

一
八
八
、
ベ
ニ
八

:

±

地
嶔
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U

册)

ょ
り
作
成
し
た
。
.

尙
、
大
芷
三
年
の
數
字
.
は
、
同

， 

,

4
t r

中
に
朱
#

.

さ

れ

，
た

；

「

鸯

書J
.

に
滕
る
。'
山

林

，
原
野
は
、
原
.簿
に
雜 

地
と
記
入
さ
れ
て
ゐ
る

_

合
も
あ
る

。

‘

，こ
め
數
字
.は
、「

南
V
北

養

郡

に

苴

り

約

：一
千
餘
町
步
の
森
林
を
有
し
、 

共
の
大
部
分
八
百
五
十
町
步
は
杉
•
扁
柏
の
人
工
林
.に
し
て…

…

1
.と
い 

.ふ
記
述
と
比
較
す
れ
ば
が
な
り
の
辟
り
は
あ
.る
：に
し
ろ
、

「

W
持
ち
は
：地

： 

.所
持
ち」

.で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
..
'
>
„± 

卯

家

の

所

有

す

る

山

林

が

「

地

主

的

林

地

」

で
あ
り
、

そ

の

經

營

が

.，：「

地 

、王
的
林
榮
經
營」

で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
は
蝥
支
へ
な 

:

と
こ
ろ
で
、
.
こ
：の
表
に
現
わ
れ
た：

一
.つ
.の
傾
向
と
し
て
、
所
有
山
称
の： 

增
加
速
度
が
緩
慢
と
な
.つ
た
！I

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
こ
と
，

.戌

明
治
一
5

〜
一

ー
五
年
に
集
積
さ
れ
た
0|
林
面
積
を
顧
み
た
と
き
、
:'

梢
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
，。；
勿
論
、
か
か
る
結
果
を
創
出
し
た
原
因
に
.つ
： 

い
て
'早
念
允
結
論
を
求
め
る
の
は
非
常
に
危
險
で
あ
る
が
、
.我
々
.は
、
.
こ
 

れ
を
次
の
棟
に
考
へ
て
ゐ
る
。

■■

-,…

明
治
十
三
年
ノ
項
ニ
至
リ
テ
ハ
.諸
震
共
ニ
暴
騰
ヲ
極
メ
農
家
/'
: 

勿
キ
ハ
.殆
ト
昔
R
 !1.

倍
ス
ル
ノ
收
入
ヲ
見
ル 

一一■至
リ
タ
ル
ョ
リ
生
計
'ノ
程
. 

度
モ
亦
大-1

激
進
シ
テ
农
服
飮
食
ョ
リ
家
M
庭
園11

至
ル
，マ
テ
善
美
ヲ
競 

フ
ノ
高
ナ
リ
シ
力
明
治
十
七
年
.ノ
孭
ョ
リ
此
形
勢
頓
二
一
變
シ
テ
諸
物
' 

價
低
落
Z

端
.ヲ
開
キ
諸
業
又
相
次
テ
衰
廢
二
歸
ダ
明
治
十
九
年
ノ
項
“

ー.
ハ 

殆
ト
:|
|
:ハ
極
度
ニ
達
：

x

生
計
ノ
闲
難
非
常
二
增
加
シ
家
ヲ
亡
ホ
ス
モ
ノ
產
ヲ
,: 

.破
ル
モ
.
.ノ
所
在
^

^

シ
テ
慘
谱
ノ
光
景
ヲ

ih

l—
l〕

呈
し
た
の
で
あ
る
。
'か
.加 

る
景
氣
變
動—

こ
れ
は
、
i

一，
昀

年

に

始

ま

る

不

換

紙

幣

整

理

を

主

因

：
 

私
お
林
に
關
す
る
試
論C

ニ)

.

:
と
し
て
い
：るI
に
ょ
：つ
て
蒙
：つ

た

農

民
及
び
中
小
企
業
者
達
の
影
氣
ぽ
、

:

.土
井
家
に
と
：つ
て一

ー
檬
に
作
用
し
た
。
卽
ち
、
今
日
の
糧
に
こ
と
缺
く
農 

.

，民

に

對

し

、
，
土

井

家

の

資

本

は

呵

嘖

な

く

I
時
に
は
恩
惠
的
裝
ひ
に
飾
ら 

'バ
> 
れ
な
が
6-
i

林
の
集
積
を
行
ふ
ご
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ 

■
.
の
他
方
、
販
路
の
扼
寒
に
喘
ぎ
資
金
の
缺
乏
.に
惱
む
中
小
商H
業
者
竝
に 

.
:'
.
永
產
業
渚
達
は
、
：土
井
家
の
貸
付
金
乃
至
出
資
^

^1 ,

顧
を
興
え
る
暇
さ 

へ
'な
く
零
落
の
淵
に
身
を
投
じ
て
し
ま
つ
た
。
端
的
に
い
.へ
ば
、
大
地
主 
*

,た
る
ホ
ヰ
ま
に
と
つ
て
有
利
に
作
^
し
た
景
氣
變
動
は
、
.脆
弱
な
企
榮
者 

.

.及
び
金
融
業
者
た
.る
土
井
家
に
決
定
的
な
打
擊
を
與
へ
た
か
で
，あ
る
。
明 

:治
ニ
〇
紅〕

2
年
に
.至
る
山
林
_
積
の
激
化
/
ー
筆
當
り
面
積
の
極
端
な 

:
.■•
狹
隙
化
.は
ゾ
1£
に
、
.前
者
の
忠
實
な
反
映
と
看
做
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い 

.
_
，
て
は
''
具
體
的
：な
奮
を
缺
く
と
は
い
へ
、
：前
節
•
第
四
表
に
流
さ
れ
た 

.

利
子
率
.の
低
下
..に
そ
の
.關
聯
性
を
み
る
，こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
ヲ
。然
も
、
 

'
後
者
と
そ
、
'明
歡
三f .

年
以
降
に
於
け
る
山
林
の
集
積
連
度
を
決
定
し
た 

, :
最
大
の
原
因
と
推
渺
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
土
井
家
の
期
待
す
る
高
利 

.«
廣
本
へ
の
寄
生
、：
更
に
は
、
企
業
的
‘辭
望
が
徑
さ
れ
た
と
き
、
土
井
家 

ぼ
、
そ
の
原
同
に
®

0
を
歐
せ
る
こ
〃
と
な
く
、
只
管
に
、
傷
疾
の
身
を
父 

':
;
.祖
の
業
へ
と
#
が
せ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
土
井
家
を
繞
る
M
濟 

-
:'
■
的
地
域
性
..の
守
株
に
_ょ
0.
て
齎
ら
さ
れ
た
結
果
は
、
土
井
家
の
舊
龚
へ
の 

,
き

と

：し

て

現

ば

れ
.る
^
至
：つ
た
。
こ
办
こ
と
は
、
，土
井
家
の
.蒙
つ
た
損 

失
の
重
大
さ
を
承
す
と
同
時
に
、
そ
の
經
濟
活
動
に
マ
つ
の
限
限
を
劃
定 

し
た
と
い
ふ
こ
.

と
が
■出
來
る
。.
.從
つ
ヤ
、
明
治
三 
一
■年
以
降
は
、
ti
l
秫
へ 

'.
の
關
心
を
持
續
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
實
現
す
る
手
段
を
缺
い
た
、
謂
は

'

pi
九

(
一

五
七)
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治 治 治
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田
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畑
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.一三六步

計

こ
れ
に
基
い
て
、
小
作
料
に
よ
る
土
井
家
の
收
入
を
概
算
す
れ
ば
、

..(

註)

ポ
表
は
、

「

山
林
見
精
帳」

(

六
册
，

)

、
に
ょ
つ
て
^
者
，が
，作
成 

し
た
。

~ 

■

括
弧
內
は

f

の
註
で
あ
る

0

:

こ
の
^

^
は
、
資
料
の
性
格
か
ら
し
て
赂
々
實
趴
に
近
私
丨
^
數
ょ
り 

1

制

弱

低

い1
も
の
と
考
へ
て
ょ
ぃ
"

と
こ
ろ
.で
、
.さ
'き

に

記

し

た

田

畑 

所

有

面

積

の

內

_

は

次

の

如

く

で

あ

る

か

ら

、

彐
田
學
#
雜
詰

箱
四
十
七
卷
第
二
號

R
八)

ば
、
W
整
備
の
段
陪
と
考
へ
て
差
吏
へ
な
い
。

. 

- 

ノ

最

後

に

殘

さ

：れ

た

間

題

は

、
，
林

業

を

土

井

家

.の
經

濟.的
基

礎

と

認

，め
る 

ち
と
办
可
资
に
っ
ぃ
で
で
ぁ
る
ぺ
へ
こ
の
間
題
は
ノ
土
井
家
の
經
濟
的
活
動 

分

膝

乃

至

ぞ

の

情

況

が

、
へ
假
り
に

'
旣
述
の
如
く
で
あ
'o
.た
と
す
れ
ば
、

, 

五
0 

(

一
 

五
八)

鉢
業
收
入
と
田
'，
畑

小

作

料

と

.を

比

較

す

る

こ

と

に

ょ

つ

.て
、
解
決
の
.端 

緖
を
捉
へ
る
こ
と
が
出
來
.る
。
い
ま
、
各
葉
に
於
け
る
林
業
收
入
の
概 

數
を
揭
げ
れ
ば
、ン
次
の
通i

で
あ
る
。'
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S

㈡
は
、
，農
林
省
農
務
局
.
大
IE
:.元
苹
及
明
治
十
八
年
小
作
憤 

丨
行
K1
關
す
る
^

资̂
料
：•
大
正
一
五
^;
八
月
刊
V
一
 

八
2
ー
ー
〇
頁
。
“
自 

叨
治
四
.1.:年
至
大
正
元
牢
五
_ヶ
牢
平
均
實
收
小
作
料
‘
中

下

庇

、
•
.
取

卞 

一
畑
の
平
均
値
で
あ
る
0
:
:へ

:
.
:
'
.
.

..
-

,

'

ぐ

' 

'/
■
的

■は
、
農
商
務
統
釙
表
物
價
統
計
ょ
り
引
用
。
一
.
..:
-,
,■
.\:
:',

,

H;
S

 

は
、
：計

泰

位
.以

下

切

掐
,0
:

/

:'
:

,
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.
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-

,

:

,

''.
.

と
な
る
。
そ
こ
で
、\淋
藥
收
入
と
小
作
料
收
入
と
を
比
較
し
..て
み
や
う
。
■
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作
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計

(
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木
表
の
林
樂
收
入
に
は
、
交
換
等
に
よ
る
收
入
は
含
ま
れ
て
ゐ 

な
い
一
つ

私
符
林
に
關
す
る
試
論(

1
0

、

これに依れ、は

、
' 秫
業
は
' 
依
然
と
し
て
い
土
井
家
の
經
濟
的
茭
柱
を 

,
構
成
し
て
.
.ゐ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
.土
井
家
の
林
業
. 

/
;經
濟
は
、
田
畑
小
.作
料
の
支
援
を
除
外
し
て
も
、
尙
、
獨
立
的
に
遂
行
し
.

パ

：

.

.

.
得
た
.の
.み
■な
ら
ず
、
そ
の
it
.重
は
時
を
逐
ふ
て
增
大
の
j一
 
途
を
迎
.つ
て
.行 

.

■:
■つ
'た

,0
こ
の
結
果
が
、
《
龚
に
瘍
し
た
土
井
家
め
必
然
的
趣
命
で
あ
つ
.

'
，
.
た
こ
と
は
線
返
す
東
で
本
な
い
。
'

.一

'以
上
.の
硏
究
か
ら
、
明
治
三
0
年
代
に
於
け
る
大
11
1
林
所
有
啬
の
性
格 

;■.

を
出
來
得
る
限
タ
ー
股
化
し
：て
.

す
れ
ば
、
次
の
通
ヴ
で
あ
る
。-
卽
ち 

'

池
統
援
け
ち

.れ
た
大
山
淋
所
有
者
に
と
つ
て
、
生
活
の
基
盤
を
恒
常
的 

:.

に
準
備
し
て
ゐ
た
出
林
は
、
經
營
の
令
理
化
に
ょ
つ
て
、
ょ
り
以
上
の
希 

,
菌
を
贊
現
す
る
宇
段
と
.も
な
々
得
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
.
こ
の
場
合
、
彼 

へ，
'.
'等
の
.冀
ひ
は
、
簪
づ
て
w
林
集
積
の
過
程
に
於
て
試
み
た
、
高
利
質
資
本 

:.
乃
至
前
期
的
商
業
資
本
べ
の
轉
化
と
し
て
具
體
化
ざ
れ
て
行
つ
た
0
從
つ
. 

て
、
彼
等
の
多
く
が
、
變
動
す
る
經
濟
體
制
へ
の
迫
隨
を
驵
止
さ
れ
、
野 

帮
は
梅
恨
の
度
を
深
め
る
こ
と
に
の
み
^

殳
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於

- 
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,

-的
學
舍
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
二
號

て
、
彼
等
は
、
そ
れ
が
、
政
^

力̂

•
指
導
的

經

濟

と

の

1

を
缺 

き
、‘.

且

、
，彼

等

に

內

在

す

る

極

度

に

保

守

的

な

性

格

に

莲

因

す

る

も

の

で 

:
:

あ
名
：こ
：ブ

を

見

究

め

や

ぅ
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濟
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經
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：對
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る

關
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娜

化

さ

れ
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；
山

林

へ
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意

識
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舰

新

さ

が
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加
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ら
れ
た
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し
て
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。
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狭
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概
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、

帮
通
使
わ
れ
る
多
元
囘
歸
と
共
に
、
.そ
の
一
殷
化
を
示
す
と
も
い
う
べ
.
' 

き
多
元
解
析
の
方
法
が
發
酸
し
“
き

た

。

こ
れ
ら
の
方
法
は
經
濟
分
析
.に 

腿
川
さ
れ
て
沿
效
な
結
果
を
與
え
得
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
^

M
と
も
い
，
 

え
る
の
で
あ
る
が
、T

i
n
t
n
e
r

は
そ
の
著E

c
o
n
o
m
e
t
r
i
s

の
中
で 

判
別
分
析(

D
i
s
c
r
i
m
i
n
a
n
t

 

A
n
a
l
y
s
i
s
)
、

IE
準
相
關(

c
a
n
o
n
.
i
c
a
l

 

c
o
r
r
e
l
a
t
i
o
n
)

加
重
囘
歸
ヘ

W
e
i
g
h
t
e
d

 R
e
g
r
e
s
s
i
o
n
)、

主

成
分
分 

rr(

p
s.
n
G.
p
p
l 

の
四
つ
を
説
明
し
經
濟
分
析
に
膘
用
：
 

し
て
.ぃ
¥

)

こ
の
內
前
潜
が
非
常
に
密
接
に
■
連
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る 

こ
と
がw

d
l
l
b
a
c
k

に
よ
つ
て
示
さ
れ
て
，.い
#
:
。
.
判
別
分
析
と
ば
若
干
の 

資
料
か
ら
あ
る
特
性
を
選
ん
で
資
料
を
一
一
分
し
こ
れ
ら
の
ダ
ルー

ブ
の
間 

に
或
る
意
味
に
於
て
最
も
う
ま
く
區
別
を
與
え
る
.よ
う
な
縦
型
凾
數
を
決 

定
す
る
こ
と
で
.あ
り
、
主
成
分
分
析
は
變
數
の
組
を
で
き
る
限
り
少
い
上 

り
基
本
的
な
成
分
の
組
に
分
解
す
る
ご
と
と
、
總
分
散
が
谷
成
分
に
よ
つ. 

て
ど
れ
く
ら
い
說
阴
さ
れ
う
る
か
を1

亦
す
も
の
ゼ
あ
り
、
芷
準
相
關
は
ニ 

組
の
變
數
が
あ
る
と
き
谷
組
に
含
ま
れ
る
變
敷
の
一
次
結
合
に
よ
つ
て
表
'

し
、
こ
れ
を
茁
準
變
數
と
呼
べ
ば
こ
れ
ら
1
ー.つ
の
芷
_

相
關
を
極
大
に
し 

よ
う
と
す
る
も
の
で
.あ
る
。
加
重
囘
歸
は
變
歡
，の
す
ベ
て
の
組
が
誤
差
を 

伴
う
場
介
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徵
の
あ
る
も
の
で
あ
る
.

が
こ
こ
で
は
主
成
分
分
析
に
.つ
い
て
少
し
詳
し
く
述
べ
て
見
た
い
と
.：思
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こ
の
原
理
が
經
濟
的
變
敷
に
應
用
さ
れ
る
時
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち 

.ど
の
よ
う
な
利
點
を
も
っ
て
。い
る
で
あ
ろ
う
か
、

T
i
n
t
n
e
r

ば
次
に 

:

s
t
o.d
e

の
使
用
し
た
例
を
則
い
て
十
七
の
變
數
が
ー
一.一
箇
の
要
素
によ

っ 

.
て
そ
の
分
散
の
.殆
ん
ど
全
部
が
說
明
さ
れ
、
相
關
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ 

て
第
一
要
素
と
し
て
所
得
、
®.
一
要
^

と
し
て
所
得
の
變
化
率
、
第
三
要 

素
と
し
て
傾
向
値
を
選
び
、
結
局
そ
の
三
っ
で
變
數
の
總
分
散
の
九
七
^
 

が
說
明
で
き
る
。
そ
れ
故
に
十
七
の
變
數
の
こ
れ
らi

一

一

っ
の
說
明
變
數
に 

對
す
る
重
囘
歸
を
計
算
す
る
こ
と
は
有
效
で
お
ろ
う
。
と
述
べ
て
->

る
。
 

又
主
成
分
分
析
の
他
の
應
用
は
.一
殷
指
數
の〗

面
で
あ
る
。
現
在
使
わ
れ
て 

い
る
指
數
、
例
え
ば
生
產
指
數
を
例
に
と
れ
ば
附
加
價
値
を
ゥ
ヱ
ィ
ト
と 

し
た
伽
重
平
均
の
も
の
が
多
い
が
、
.こ
れ
ら
の
經
濟
的
指
數
に
對
し
て
統
. 

、計
的
指
數
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
卽
ち
主
成 

分
■分
析
の
隱
用
に
よ
.っ
.て
!1
々
の
生
產
a

の
分
散
の
M

%
が
說
P
さ
れ
て 

い
る
か
が
あ
か
る
か
ら
で
あ
-̂

。
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パ
以
下
こ
の
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.理
と
日
本
經
濟
へ
の
適
用
を
示
す
こ
'と
に
す
る
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述
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を
よ
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